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議

長

1こ
‐

松
崎
茂
明
氏

六
月
定
例
市
議
会
最

終

日
に
お

い
て
、

岡
本
議

長
、

山
藤
副
議

長

よ
り
辞
職
願
が
提
出

さ
れ
、

こ
れ

を
受

け

て
議
会

は
直

ち

に
後
任
正

副
議

長

の
選
挙
を
行

な

っ
た
結
果

、

議

長

に
松
崎
茂

明
議
員

、
副
議
長

に
山
本
肇
議
員

が
就

任
。

山

本

肇

氏

副

議

長

に

/ 
  )

と昴
二
一間叫
草
舗
側
本
〓
！〔
剣
六
月
九
日
～
六
月
二
十
一日
〕

昭
和
六
十
三
年
第
二
回
小
浜
！市

議
会
定
例
会
が
六
月
九
日
に
招
集
さ
れ
、

昭
和
六
十
三
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算
を
含
む
議
案
十
件
、

報
告
≡

七
件
、

認
定
二
件
、

陳
情
三
件
、

意
見
書

一
件
な
ど
の
審
査
を
行
な
い
、

陳
情

一
件
を
不
採
択
と
し
た
ほ
か
は
い
づ
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、

承

認
、

採
択
を
し
、

新
た
に
正
副
議
長
の
選
出
を
し
て
二
十

一
日
開
会
し
た
。

果結び及案議

れ打
左
Ｈ
ｌ
一

錦
ど
Ｈ
２

報
告
３

報
告
４

報
告
５

報
告
６

報
告
７

議
案
４‐

議
案
４２

議
案
４３

議
案
４４

認
定
１

認
定
２

議
案
４５

議
案
４６

議
案
４７

議
案
４８

議
案
４９

瞳
礎
幅
１

陳
情
２

陳
情
３

意
見
書

幾
燕
抑

簿

兼

陥

昭
和
６２
年
度
小
源
帝

一
般

！会
討
予
算
瀬
越
明
静
要
の
報
告
に
づ
い
て

昭
和
６２
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の

報
告
に
つ
い
て

昭
和
６２
年
度
小
浜
市
南
川
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

操
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

昭
和
６２
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
予
算
操
越
の
報
告
に
つ
い
て

小
浜
市
土
地
開
発
公
社
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

抑
麟

継

鋼

姉
轍

躍

鋼

欄

翻

瑠

出

現

≡

（昭
和
６２
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
）

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（小
浜
市
市
税
条
例
‐の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（小
浜
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

専
決
処
分
に
つ
き
承
秘
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（小
浜
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

昭
和
６２
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
及
び
小
浜
ユ
「
ス
・ホ
ス
テ
ル
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
財
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
６３
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

昭
和
６２
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
及
び
小
浜
ユ
ー
ス
・ホ
ス
テ
ル
事
業

会
計
決
算
に
か
か
る
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

小
浜
市
庁
舎
改
築
基
金
条
例
の
瞬
止
に
つ
い
て

内
外
海
漁
港
区
域
内
の
公
有
水
面
埋
め
立
て
に
つ
い
て

内
外
海
漁
港
区
域
内
の
公
有
水
面
埋
め
立
て
に
つ
い
て

今
官
小
学
校
の
児
童
数
増
加
に
伴
う
教
室
の
増
築
と
関
連
す
る

諸
施
設
の
整
備
拡
充
に
関
す
る
陳
情
書

福
祉
・教
育
予
算
復
元
、

地
方
財
政
確
立
、

国
産
補
助
・負
担
率

引
き
下
げ
廃
止
を
求
め
る
陳
情
書

大
型
間
接
税
導
！入

中
止
に
関
す
る
陳
情
書

国
庫
補
助
・
負
担
率
の
引
下
げ
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

罰
セ
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― 市議会だより

項    目 補正額(千円) 予算総額(キ白)

歳 入 384,2‐34 19ち524,792

負  担  金 16,71519 290,927

国 庫 補 助 金 83,9415 811,071

県 補 助 金 117,500 1,465,041

財産 売 払収 入 2,560 2,562

繰 越 金 160,864 169,‐305

雑 入 2,615 149,998

補正 されなかった額 7,644,329

歳 出 384,234 10,524,792

総 務 管 理 費 ■09,102 805,506

水 産 業 費 206,000 901,198

商  工  費 15,427 506,740

道 路 橋 梁 費 48,530 571,531

河  川  費 5,173 16,103

補正されなからた額 7,723,714

だ
■
般
！！会
計
補
主

予
算

（第

「
口喜
ノ

‐円ェ今却
巾
抑中巾
す中
抑
時導！巾抑抑

“
輸
一入鏡抑
徹
鞠‐！ぞ申
性！端煎ギ抑

昭
和
！悦
・年
！臣

報
告
‥

決

算

総 ‐収 益…‐!……………3,022万5,331円

総1費 用………さ・.…………Ⅲ3,074万6す091円

当期損失金…………:.……巾……・52万0,769甲

繰越損失金“…………………・2,891万4,565円

当期未処理損失金……………2,943万5,325円

出
社
生
回

△
Ｉ隅

！！報
織
況

航
状
△Ｈ締

曽
！浜小

経 緩ヨ畷響 、撃知難

結1収1益ⅢⅢIⅢⅢⅢ・,|・11憶41854万,,45″F3

蘇芸h・liⅢ,■,Ⅲ棺iルわ1,古6れ
当却“け」本Ⅲ……∴・!・|'…i"・|・∵'9万ウ,'80円
繰越利益剰余金―Ⅲ……Ⅲ.………1,695万1,976円

当期未処分利益剰余金………1,174万9‐,76写円
‐

水 道 事 業 会 計 決 算

総 収 益………………2億1,485万1,707円

総 費 用Ⅲ………!…Ⅲ…2億2,716万2,494円

当期純損失・…………………・,1,23‐1万0,787円

繰越利益剰余金…………"1億6,720万6,361円

当期未処分利益剰余金…1億5,489万5す574円

取扱高実績 取扱品目 取扱数量(kg) 取扱金額(円)

青 果 部

野 莱 2,847,614・8 594,108,591

果 実 1,150,464.5 279,786,283

そ の 他 169,626.6 40,993,569

計 4,167,705.9 914,888,443

水 産 部

生鮮魚介藻類 867,761.9 909,836,994

冷凍魚介類 453,988,1 298,223,080

塩 千 魚 100,895,9 108,252,600

計 1,422,645,9 1,316,312,674



市議会だよリ ー

一

利
用
客
に
つ
い
て
は
相
対
的
に
減

少
の
傾
向
に
あ
り
、

今
後
こ
れ
ら

の
増
大
を
図
る
た
め
の
創
意
工
夫
、

さ
ら
に
は
経
営
の
合
理
化
等
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
べ
き
で
あ

る
、

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

将
来
的
な
方
向
と
し
て
は
、

両

施
設
と
も
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
抜
本

的
な
手
段
を
合
わ
せ
て
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
、

と
の
審
査
内
容

で
あ
っ
た
。

本
産
業
費
の
補
正
に
つ
き
、

事

業
費
か
ら
見
て
、

当
初
の
原
形
予

算
が
過
小
に
見
積
ら
れ
て
い
る
点

に
つ
い
て
討
議
が
あ
っ
た
。

特
に
こ
れ
ら
の
計
画
決
定
に
基

づ
く
事
業
に
関
し
て
は
、

当
初
予

算
に
お
い
て
そ
の
大
方
の
措
置
を

す
べ
き
で
あ
る
、

と
の
意
見
が
あ

っ
た
。

陳

情

第

一
号

、

今

富

小

学

校

の

児

童

数

増

加

に
伴

う
教

室

の
増

築

と

関
連

す

る
諸

施

設

の
整

備

拡

充

に
関

す

る
陳

情

書

に

つ

い

て

、

全

委

員

に

て
現

場

視
察

も

合

め

審

議

し

た

結

果

、

全

員

異
議

な

く
採

択

す

べ

き

も

の
と

決

し

た

。

問
卜ハ イ 一，

六
月
定
例
市
議
会
工
日
目
の
十
三
日
に

Ｔ
般
質
問
が
行
な
わ
れ
、

四
名
の
議
員
が

農
業
一
面
エ
キ

教
育
、

大
学
問
題
等
に
つ

い
て
市
当
局
の
姿
勢
を
問
い
た
だ
し
た
。

（買
間
と
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
〕

食
糧
管
理
法
に
基
づ
き
、
こ
こ

数
十
年
の
間
日
本
の
食
糧
を
支
え

て
き
た
農
業
は
近
年
危
機
的
な
要

素
を
持
ち
、

今
日
の
厳
し
い
諸
情

勢
の
中
で
や
は
り
適
地
適
産
主
義

が
必
要
で
あ
り
、

各
地
方
、

各
自

治
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
を

凝
し
た
農
業
施
策
を
打
ち
出
し
て

い
る
が
、

当
市
と
し
て
も
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
中
心
と
し
た
本
田
農
業
を

ど
う
有
意
義
に
生
か
し
、

ど
う
守

る
の
か
今
後
の
施
策
を
お
聞
き
し

た
い
。

こ
れ
に
関
連
し
た
問
題
と
し
て
、

米
の
消
費
拡
大
運
動
の
一
環
と
し

て
セ
ン
ペ
イ
を
五
袋

一
九
Ｏ
①
円

で
各
農
家
へ
配
布
し
非
常
に
大
き

な
不
評
を
買
っ
て
お
り
、

こ
れ
を

実
行
す
る
に
あ
た
り
各
地
区
の
農

家
組
合
長
さ
ん
が
大
変
苦
労
を
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
。

答

弁

本
市
に
お
い
て
は
本
稲
単
作
地

帯
と
い
う
長
い
歴
史
が
あ
る
中
で
、

転
作
面
積
の
拡
大
が
農
家
所
得
の

減
少
に
結
び
つ
き
、

稲
作
技
術
の

進
歩
が
兼
業
化
へ
の
移
行
を
促
進

し
、

機
械
へ
の
過
剰
投
資
及
び
労

働
力
投
下
の
制
限
と
な
っ
て
い
る

現
状
か
ら
、

脱
皮
し
て
農
業
を
産

業
と
し
て
確
立
さ
せ
る
必
要
が
行

政
と
し
て
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え

る
。具

体
的
に
は
、

稲
を
基
幹
作
物

と
し
て
集
落
単
位
の
農
地
を
対
象

に
地
域
営
農
計
画
を
樹
立
し
、

中

核
農
家
を
中
心
と
し
た
集
落
内
生

焼卿珊力中畔十た！兼弾非怖帥韓

め
る
と
と
も
に
、

ハ
ー
ド
面
に
お

い
て
は
新
農
業
構
造
改
善
事
業
、

農
業
生
産
体
質
強
化
結
合
推
進
対

策
事
業
、

本
田
農
業
確
立
対
策
条

件
整
備
事
業
等
に
よ
り
必
要
な
施

策
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
現
在
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
米
需
給
均
衡
化
緊
急
対
策

会 期 日 程
六
月
　
九
日
一
本
会
議

（議
案
上
程
、

質
疑
）

工一日一申争諦（議任幸寺寺↓等準中中井員会

者
常
任
委
員
会
言
査
報
告

漁
業
集

落
環
境
整
備
事
業

、
漁

港
改
修
事
業

、
電
源
地
域
産
業
育

成
支
援
事
業
等

は
、

そ

の
負
担
金

補
助
金

の
内
容

に
よ
り
反
対
で

あ

る
と

の
反
対
討
論

が
あ

っ
た
”

特

に
附
記
す
べ
き
意

見
と

し

て

庁
舎
隣
接

地
取
得

に
対

し
、

従
来

の
地
縁
等

に
鑑

み
、

特

に
早
期
着

工
を
望
も

、
と

の
強

い
意
見
が
あ

っ
た

。

河
内
ダ

ム
出
資
金

の
取
り
扱

い

に

つ
い
て
、

水
道
会
計

よ

り
支
出

を

し

て
い
る
が

、
そ

の
事
業

は
本

市

と
し

て
も
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
ひ
と

つ
と

し

て
と

ら
え
、　

一
般

会
計
で
処
理
す

る

の
が
適
当
で

は

な

い
か
と

い
う
強

い
意

見
が
あ

っ

た

。道
路
新
設
改
良

に
関
連

し
、

市

道

全
般

の
道
路
バ

ト

回
―

ル

の
実

施

、
工
事
執
行

の
ス
ピ
ー
ド

ア
ツ

プ

に

つ
い
て
、

よ
く
検

討

し
、

ス

ム
ー
ズ

に
実
施

し

て
ほ
し

い
、

と

の
意

見
が
あ

っ
た

。

昭
和

６２
年
度
小
浜
市
国

民
宿
合

及
び
小
浜

ユ
ー

ス

・
ホ

ス
テ
ル
事

業
会

計
決
算

の
認
定

に

つ
い
て
は
、

一
応

の
健
全
経
営

は
見
ら
れ

る
が

、


